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Ⅰ．調査概要 

 

 

近年プラスチックごみによる海洋汚染が世界的な問題とされ、報道機関でも連日大きくとりあ

げられるようになりました。日本国内においても、令和 2年 7月にレジ袋が有料化されるなど、

様々な取組が行われるようになってきています。また、日本で廃棄されたプラスチックは、熱回

収によるエネルギー利用分も含めて、多くが焼却により処分されており、地球環境への影響が

年々増大しているとされる気候変動に拍車をかける要因となることから、地球温暖化対策の観点

からもプラスチックごみの減量化が求められています。 

 

 

 このような状況の中、山梨市におけるプラスチックごみの減量化に向け、地域住民や事業者と

一体となった減量化対策の実施を検討しています。検討にあたり、プラスチックごみに対する地

域住民・事業者の考え方を把握するため、次のとおり２種類の意識調査を行いました。 

 

 市民の方向け調査 事業所向け調査 

調査対象 

①市内に住所を有する世帯 

②サービス提供の際にレジ袋等を使

用する市内小売店の利用者（市域外

居住者を含む） 

③②実施の協力店舗従業員 

市内事業所約 160 店舗 

調査期間 

①令和 3年 1月 21 日～2月 16 日 

②令和 3年 1月 27 日～2月 10 日 

③令和 3年 1月 27 日～2月 10 日 

令和 3年 1月 27 日～2月 24 日 

調査方法 

①市内公共施設 25 箇所に備え付けた

回収箱にて回収 

②調査の実施にご協力いただいた市

内小売 9店舗の店頭直接配付・回収

（1～2時間程度） 

③②の実施に協力いただいた店舗を

通じて配付・回収 

[依頼・配付] 

①電話帳掲載事業者約 1150 件から無

策に抽出した150店舗に対して郵送 

②「市民の方向け調査」②の該当調査

にもご協力いただいた9店舗に対し

て、同調査と合わせて依頼・配付 

[回収] 

直接店舗を訪問して回収 

回答数（率） 
回収数：365 人（①～③の合計） 

回収率：－ 

回収数：95 件（①②の合計） 

回収率：59.75％（159 件中） 

設問内容 

全 11 問 

1.属性について 

 全 2 問 

2.レジ袋について 

 全 1 問 

3.プラスチックごみについて 

  全 8 問 

全 12 問 

1.属性について 

 全 3 問 

2.レジ袋について 

 全 1 問 

3.プラスチックごみについて 

  全 8 問 

（１）背景 

 

（２）調査の目的・概要 
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Ⅱ．調査結果 

 

 

調査の結果は次のとおりとなった。 

調査集計結果 調査対象 有効回答数 回答率 

市民の方向け 不特定多数（※） 365 人 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者は、女性が 4分の 3を占めた。 

 

回答者 男性 女性 無回答 

人数 92 人 270 人 3 人 

割合 25％ 74％ 1％ 

 

 

  

（ア）男性

92

25%

（イ）女性

270

74%

無回答

3

1%

回答数（性別）

合計 人365

１．市民の方向け調査 

問１ あなたご自身のことについて伺います。 

 

（１）性別をお答えください。 
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いずれの年齢層からも一定の回答数を得ることができた。 

 

回答者 20 歳未満 20 歳代 30 歳代 40 歳代 

人数 13 人 29 人 36 人 64 人 

割合 4％ 8％ 10％ 17％ 

 50 歳代 60 歳代 70 歳代 80 歳以上 

 82 人 76 人 54 人 11 人 

 22％ 21％ 15％ 3％ 

 

  

（ア）20歳未満

13

4%

（イ）20歳代

29

8%

（ウ）30歳代

36

10%

（エ）40歳代

64

17%

（オ）50歳代

82

22%

（カ）60歳代

76

21%

（キ）70歳代

54

15%

（ク）80歳以上

11

3%

回答数（年齢別）

合計 人365

（２）年齢をお答えください。 
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①取組への評価 

「大変良い」が回答者の約半数、「まあまあ良い」を含めた 80％の人が取組を評価する結果とな

った。 

 

  

（ア）大変良い

172

48%

（イ）まあまあ良い

114

32%

（ウ）あまり良いとは思わない

29

8%

（エ）良くない

9

2%

（オ）どちらともいえない

37

10%

ゴミ袋として使用可能なレジ袋を販売する取組への評価

合計 人361

（１）他県で実際に行われている取り組みですが、スーパーやコンビニなどの小売店で自治体指

定のごみ袋として使用できるレジ袋を販売している事例があります。このような取組に

ついてあなたはどう思いますか。ご自身の考えに近い選択肢をそれぞれ１つ選び○で囲

んでください。また、そのように考える理由も合わせてお答えください。 

問２ レジ袋について伺います。 
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【理由】 
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②取組導入の可否 

「積極的に導入すべき」、「試験的に導入してみるべき」を合わせて 90％に近い人が導入に肯定

的であることが分かった。 

 

  

（ア）積極的に導入すべき

164

47%

（イ）試験的に導入してみるべ

き

140

40%

（ウ）導入する必要はない

38

11%

（エ）導入されると困る

6

2%

ゴミ袋として使用可能なレジ袋を販売する取組の導入可否

合計 人348
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【理由】 
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約 86％が「関心がある」と回答。市民の関心の高さがうかがえる。 

 

 

  

（ア）非常に関心がある

94

26%

（イ）ある程度関心がある

220

60%

（ウ）あまり関心がない

37

10%

（エ）全く関心がない

4

1%

（オ）わからない

10

3%

プラスチックごみ問題への関心

合計 人365

（１）あなたはプラスチックごみによる環境汚染などの問題について、どのくらい関心がありま

すか。次の選択肢の中から１つ選び〇で囲んでください。 

問３ プラスチックごみについて伺います。 
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 「住民一人一人が率先して対策することが重要」「地域・住民が一丸となって取り組むことが重

要」との意見が多い結果となった。多くの市民がプラスチックごみ問題を自身の問題として認識

し、主体的に対策に取り組む意識が高いことが分かった。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

69

124

99

22

15

19

110

134

72

13

3

4

117

47

111

20

7

4

0 50 100 150 200 250 300 350

（カ）

（オ）

（エ）

（ウ）

（イ）

（ア）

環境汚染問題に対する考え方（順位選択）

１番目 ２番目 ３番目

（人）

（２）あなたはプラスチックごみによる環境汚染などの問題についてどのように考えますか。次

の中からご自身の考えに近いものを順番に３つまで選び、選択肢を（ ）に記入してくだ

さい。【順位選択】 

【選択肢】 

（ア） 海に漂流・漂着しているプラスチックごみが問題なので、河川の上流に住む自分達の生活には

あまり影響がない。 

（イ） 住民全員が一様に取り組むことはできないので、取組はできる人がやればよい。 

（ウ） 家庭から出るプラスチックごみは少量であり、住民一人一人が頑張ってもあまり効果が無い

ので、行政や事業者による取組が重要である。 

（エ） 国や県、市など行政が主体となって対策を進めることが重要である。 

（オ） 自然環境に放出されるのは日常生活から出るプラスチックごみが多いので、住民一人一人が

率先して対策することが重要である。 

（カ） プラスチックごみ問題は地域・住民が一丸となって取り組むことが重要である。 
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プラスチックごみによって環境が汚染されていることや、生物が影響を受けていることに対す

る認知度が高い一方で、プラスチックごみの増加によって将来及ぼされると予想されている影響

や、日本のプラスチックリサイクルの現状に対してはあまり認知されていないことが分かった。 

 

  

8

8

163

64

184

181

102

109

244

274

71

65

149

39

263

316

0 50 100 150 200 250 300 350

（タ）

（ソ）

（セ）

（ス）

（シ）

（サ）

（コ）

（ケ）

（ク）

（キ）

（カ）

（オ）

（エ）

（ウ）

（イ）

（ア）

プラスチック問題に対する認知度

知っている

（人）

（３）あなたはプラスチックごみについてどのくらい知っていますか。次の中から当てはまる選

択肢を全て選び○で囲んでください。【複数選択】 
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【選択肢】 

（ア） 海や海岸に捨てられたプラスチックごみにより汚染が生じていること 

（イ） 川や街、農地に捨てられたプラスチックごみが海に流出することで汚染が生じていること 

（ウ） 歯磨き粉などに含まれる微小なプラスチック粒が海に流出することで汚染が生じていること 

（エ） 海ごみの約８割が内陸から放出されていること 

（オ） 世界の海洋プラスチックごみの総量が、2050 年には世界の魚の重量を超えてしまうと予想さ

れていること 

（カ） 日本近海のマイクロプラスチックごみの浮遊量が2016年度と比べて、2030年には２倍に、

2060年度には４倍になってしまうと予測されていること 

（キ） 多くの生物がプラスチックごみに絡まったり誤飲することで、傷ついたり死んだりしているこ

と 

（ク） 海の生物が小さなプラスチック粒を誤飲するなど生態系に影響が生じていること 

（ケ） マイクロプラスチックが有害な化学物質を吸着する性質をもっていること 

（コ） プラスチックごみが原因で、船舶のプロペラ破損など航行に障害が生じていること 

（サ） プラスチックごみが原因で、漁網への混入や破損など漁業に障害が生じていること 

（シ） プラスチックごみが海岸に漂着し、景観が悪化するなど観光業に悪影響が生じていること 

（ス） 日本のリサイクル率は高い（80％以上だ）が、その大半が焼却することに伴うサーマル・リサ

イクル（熱利用）であり、材料資源としての循環は全体の25％程度に留まること 

（セ） 自動販売機の隣に設置されている空き容器回収箱は、ごみ箱ではなくリサイクルするための箱

であり、空き容器以外のものが混ざったり中身が残っていたりする場合にはリサイクルに支障

をきたしてしまうこと 

（ソ） その他 

（タ） 特に知っていることは無い 

 



13 

【（ソ）その他 記述】 
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過剰だと思う順に、「お弁当等の小分け容器・飾り」、「ペットボトルのラベル」、「通販などの

包装・緩衝材」となった。ただし、1番多いと思うものだけを見てみると、「レジ袋」が最も多

いという結果になった。 
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6

89

47

85

96

34

117

68

80

62

0 20 40 60 80 100 120 140

（サ）

（コ）

（ケ）

（ク）

（キ）

（カ）

（オ）

（エ）

（ウ）

（イ）

（ア）

過剰だと思うプラスチック

過剰

（人）

1

1

41

10

41

36

10

46

24

42

50

0

1

27

26

42

43

13

55

39

28

8

3

3

43

17

30

42

16

44

18

28

15

0 20 40 60 80 100 120 140 160

（サ）

（コ）

（ケ）

（ク）

（キ）

（カ）

（オ）

（エ）

（ウ）

（イ）

（ア）

過剰だと思うプラスチック（順位選択）

１番目 ２番目 ３番目

（人）

（４）あなたは、プラスチックを使用した様々な商品やサービスの中で、過剰だと思うものはあ

りますか。次の中から当てはまる選択肢を全て選び○で囲んでください。また、過剰だと

思う順に上から３つまで選び、選択肢を（ ）に記入してください。【複数選択・順位選

択】 
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【（コ）その他 記述】 

 

  

【選択肢】 

（ア） レジ袋 

（イ） 飲み物と一緒に提供されるストロー・かき混ぜ棒 

（ウ） 食べ物と一緒に提供されるスプーンなどの食器・おしぼり 

（エ） お弁当で使う使い捨て小分け用容器や飾り 

（オ） ペットボトル 

（カ） ペットボトルのラベル 

（キ） 通販などで使用される包装、緩衝材 

（ク） スーパーなどのレジの近くに置いてあるロール状のポリ袋 

（ケ） イベントで配付されるうちわ 

（コ） その他 

（サ） 特にない 
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最も多かったのは「レジ袋の使用を控える」ことで、「ポイ捨てや不法投棄をせず」、「ルールに

従って正しく分別する」と続いた。 
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0
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31
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181
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0

1

2
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（キ）

（カ）

（オ）

（エ）

（ウ）

（イ）

（ア）

取り組んでいきたいプラごみ対策（順位選択）

１番目 ２番目 ３番目

（人）

（５）プラスチックごみ問題を悪化させないために、今後どのようなことに取り組んでいきたい

と思いますか。今後新たに取り組んでみたいことを次の中から全て選び○で囲んでくだ

さい。また、その中で重要だと思うことを順に３つまで選び、選択肢を（ ）に記入して

ください。【複数選択・順位選択】 
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【（シ）その他 記述】 

 
  

【選択肢】 

（ア） マイバッグを持参し、レジ袋の利用はできるだけ控える 

（イ） スーパーなどのレジの近くに置いてあるロール状のポリ袋の使用を控える 

（ウ） マイボトルを持参し、ペットボトルなどの使い捨て飲料容器をできるだけ使用しない 

（エ） スプーンやフォーク、ストローやおしぼり、アメニティグッズを受け取らない 

（オ） ルールに従って、ごみを正しく分別する 

（カ） リサイクル材や、植物を原料としたプラスチックなどを使った製品を積極的に選ぶ 

（キ） ポイ捨て・不法投棄はしない 

（ク） ポイ捨て・不法投棄を見かけたら注意する 

（ケ） 路上などに落ちているごみを積極的に拾う 

（コ） 街中や海岸で行われる成功活動に積極的に参加する 

（サ） 今後、新たに取り組んでみたいと思うことはない 

（シ） その他 

（ス） わからない 
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「従来品と同等の品質・価格であれば購入する」との回答がおよそ半数を占めた。また、1人

に 1人の割合で「品質が良ければ多少高くても購入する」との回答があった一方で、「品質が悪く

ても価格が同等以下なら購入する」との回答も１割程度あった。 

 

 

【（カ）その他 記述】 

  

（ア）価格や品質に関わらず、代替

製品を購入する

25

7%

（イ）従来品と比べて品質が同等以上で

あれば、多少価格が高くても購入する

84

24%

（ウ）従来品と比べて価格が同じか安いの

であれば、多少品質が悪くても購入する

41

12%（エ）従来品と比べて、品質も価格も同等

であれば購入する

160

47%

（オ）代替製品を購入して

もよいとは思わない

7

2%

（カ）その他

3

1%

（キ） わからない

24

7%

代替品に切り替える基準

合計 人344

（６）あなたは普段、どのような条件であれば代替製品を購入しても良いと思いますか。価格・

品質などの条件のうち、あなたの考えに最も近いものを１つ選び○で囲んでください。 
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やはり基本の 3R「リサイクル（イ）」「リデュース（ア）」「リユース（ウ）」が重要な取組として

認知されています。最も高い結果となったのは認知度が高い「リサイクル（イ）」となりましたが、

一番重要な取組は「リデュース（ア）」だと感じている市民が多く、リデュースの推進がプラスチ

ックごみの削減に最も有効であると考えられていることが分かりました。 
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（イ）

（ア）

重要だと思うRの取組（順位選択）

１番目 ２番目 ３番目

（人）

（７）市では 3R の取組を推進していますが、世界的な環境意識の高まりから様々な「R」の取組

が注目されています。次の中で内容を知っていたと思うものを全て選び○で囲んでくだ

さい（「良く分からない」、「聞いたことだけはある」ものについては選択しないでくださ

い）。また、選択肢の中で重要だと思う順に３つまで選び、選択肢を（ ）に記入してく

ださい。【複数選択・順位選択】 
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【（ス）その他 記述】 

 

 

  

【選択肢】 

（ア） リデュース…ごみを減らす 

（イ） リサイクル…再生利用する 

（ウ） リユース…繰り返し使う 

（エ） リフューズ…ごみになるものを断る 

（オ） リシンク…本当に必要か考える 

（カ） リペア…修理して使用する 

（キ） リフォーム…改良して使用する 

（ク） リバイ…リユース品・リサイクル品を買う 

（ケ） リジェネレーション…再生品の使用を心がける 

（コ） リターン／リターナブル…使用後に再使用できるように戻す 

（サ） リファイン…捨てるときに正しく分別する 

（シ） リスポンシビリティ…処分に最後まで責任を持つ 

（ス） その他 
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（８）あなたは普段、3R などについてどのような取組をしていますか。自由にお答えください。 
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調査の結果は次のとおりとなった。 

調査集計結果 調査対象 有効回答数 回答率 

事業所向け 159 件 95 件 59.75％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数の多い順に「日下部地区」、「加納岩地区」、「山梨地区」との結果になった。 

 

 

回答者 加納岩地区 日下部地区 八幡地区 山梨地区 日川地区 

件数 21 件 24 件 6 件 13 件 10 件 

割合 22％ 25％ 6％ 14％ 11％ 

 後屋敷地区 岩手地区 牧丘町諏訪地区 牧丘町中牧地区 牧丘町西保地区 

 7 件 4 件 5 件 2 件 1 件 

 8％ 4％ 5％ 2％ 1％ 

 三富地区 無回答    

 1 件 1 件    

 1％ 1％    

 

  

（ア）21

22%

（イ）24

25%

（ウ）6

6%

（エ）13

14%

（オ）10

11%

（カ）7

8%

（キ）4

4%

（ク）5

5%

（ケ）2

2%

（コ）1

1%
（サ）1

1%
無回答1

1%

回答数（地区別）

合計 件95

２．事業所向け調査 

問１ 貴社について伺います。 

 

（１）貴事業所の所在地について、該当する地区を１つ選び○で囲んでください。 
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【選択肢】 

（ア） 加納岩地区 

（イ） 日下部地区 

（ウ） 八幡地区 

（エ） 山梨地区 

（オ） 日川地区 

（カ） 後屋敷地区 

（キ） 岩手地区 

（ク） 牧丘町諏訪地区 

（ケ） 牧丘町中牧地区 

（コ） 牧丘町西保地区 

（サ） 三富地区 
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回答数の多い順に「小売業」、「医療・福祉」、「その他サービス業」との結果になった。 

 

 

回答者 建設業 製造業 
電気・ガス・ 

熱供給・水道業 
情報通信業 

運輸業・ 

郵便業 

件数 8 件 10 件 1 件 0 件 2 件 

割合 8％ 11％ 1％ 0％ 2％ 

卸売業 小売業 
金融業・ 

保険業 不動産業 
飲食業・ 

宿泊業 医療・福祉 

0 件 24 件 3 件 3 件 3 件 18 件 

0％ 25％ 3％ 3％ 3％ 19％ 

教育・ 

学習支援業 
その他 

サービス業 農業 林業 その他  

0 件 15 件 3 件 0 件 5 件  

0％ 16％ 3％ 0％ 5％  

 

 

  

（ア）8

8%

（イ）10

11%

（ウ）1

1%

（エ）0

0%

（オ）2

2%

（カ）0

0%（キ）24

25%

（ク）3

3%（ケ）3

3%

（コ）3

3%

（サ）18

19%

（シ）0

0%

（ス）15

16%

（セ）3

3%

（ソ）0

0%

（タ）5

5%

回答数（業種別）

合計 件95

（２）貴事業所の業種について、次の中から１つ選び〇で囲んでください。 
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【選択肢】 

（ア） 建設業 

（イ） 製造業 

（ウ） 電気・ガス・熱供給・水道業 

（エ） 情報通信業 

（オ） 運輸業、郵便業 

（カ） 卸売業 

（キ） 小売業 

（ク） 金融業、保険業 

（ケ） 不動産業 

（コ） 飲食業、宿泊業 

（サ） 医療・福祉 

（シ） 教育、学習支援業 

（ス） その他サービス業 

（セ） 農業 

（ソ） 林業 

（タ） その他 
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「２０人以下」で約 80％、「５人以下」でもが 60％を占め、小規模事業所の回答が大多数を占

める結果となった。 

 

 

回答者 5 人以下 6 人～10 人 11 人～20 人 21 人～50 人 

人数 56 件 7 件 15 件 7 件 

割合 59％ 8％ 16％ 7％ 

 51 人～100 人 101 人～300 人 301 人以上 無回答 

 4 件 3 件 0 件 3 件 

 4％ 3％ 0％ 3％ 

 

 

 

  

（ア）56

59%

（イ）7

8%

（ウ）15

16%

（エ）7

7%

（オ）4

4%

（カ）3

3%

（キ）0

0%

無回答3

3%

回答数（規模別）

合計 件95

（３）従業員数について、次の中から１つ選び〇で囲んでください。 

【選択肢】 

（ア） 5人以下 

（イ） 6人以上10人以下 

（ウ） 11人以上20人以下 

（エ） 21人以上50人以下 

（オ） 51人以上100人以下 

（カ） 101人以上300人以下 

（キ） 301人以上 
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①取組について 

約 4割の事業所から「協力できる」との回答があった。一方、回答数の約半数が「分からない」、

1割が「協力できない」との結果となった。 

「分からない」の理由については、「レジ袋の在庫がまだ沢山ある」、「市域内外のほぼ全店舗で

統一の袋を使用しているため詳細の検討が必要」「客数を考えると手間がかかりすぎる」といった

意見が複数あり、「協力は難しい」あるいは「協力には様々な調整が必要」といった事情を垣間

見ることができた。 

 

 

【（ウ）分からない 理由】 

 

（ア）協力できる

16

41%

（イ）協力できない

4

10%

（ウ）分からない

19

49%

ゴミ袋として使用可能なレジ袋を販売する取組への

協力可否

合計 件39

問２ レジ袋の取扱がある業者の方に伺います。 

 

（１）他県で実際に行われている取り組みですが、スーパーやコンビニなどの小売店で自治体

指定のごみ袋として使用できるレジ袋を販売している事例があります。本市においてこ

のような取組を行う場合、①取組に協力は可能ですか。また、②協力する場合はどのよ

うな仕組みが良いと思いますか。 
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②取組の仕組み 

販売形態については、レジ袋すべてを指定ごみ袋にする場合と、希望者が商品としてレジに持

ち込む場合とでほぼ同数に割れる結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（ウ）その他 記述】 

  

（ア）9

36%

（イ）10

40%

（ウ）6

24%

ゴミ袋として使用可能なレジ袋を販売する場合の

販売形態

合計 件25

【選択肢】 

（ア） 市民にレジ袋を販売する際は、すべて指定のごみ袋を販売する 

（イ） レジ袋購入希望者が他の商品と一緒に指定のごみ袋をレジに持ち込む 

（ウ） その他 
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約 90％が「関心がある」と回答。市内の事業所のプラごみ問題に対する高い意識をうかがい知る

ことができる。 

 

  

（ア）非常に関心がある

21

24%

（イ）ある程度関心がある

59

66%

（ウ）あまり関心がない

6

7%

（エ）全く関心がない

0

0%

（オ）わからない

3

3%

プラスチックごみ問題への関心

合計 件89

問３ プラスチックごみについて伺います。 

 

（１）貴事業所はプラスチックごみによる環境汚染などの問題について、どのくらい関心があ

りますか。次の中から１つ選び○で囲んでください。 



32 

 

 

 

最も過剰なものは「ペットボトル」、続いて「包装用フィルム」、「プラスチック容器・カップ」

という結果になった。「ペットボトル」は、1番多いと思うものだけを見た場合でも群を抜いて高

くなっている。 

事業所でペットボトルの使用を控えることができれば、一層プラスチックごみの排出量を削減

することができるということが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3

2

5

6

0

30

4

11

22

0

1

8

1

4

2

10

2

9

11

21

13

4

3

4

2

2

7

13

4

12

2

13

9

5

3

4

0 10 20 30 40 50 60

（シ）

（サ）

（コ）

（ケ）

（ク）

（キ）

（カ）

（オ）

（エ）

（ウ）

（イ）

（ア）

過剰だと思うプラスチック（順位選択）

１番目 ２番目 ３番目

（件）

（２）貴事業所で排出されるプラスチックごみについて、多いと思う順に３つまで選び、選択

肢を（ ）に記入してください。【順位選択】 

【選択肢】 

（ア） レジ袋 

（イ） 飲み物と一緒に提供されるストロー・かき混ぜ棒 

（ウ） 食べ物と一緒に提供されるスプーンなどの食器 

（エ） 包装用フィルム類 

（オ） プラスチック容器・カップ容器 

（カ） 食品トレイ 

（キ） ペットボトル 

（ク） スーパーのレジなどで使用するポリ袋 

（ケ） 通販などで使用される包装、緩衝材 

（コ） 発泡スチロール 

（サ） 飲料以外のボトル類 

（シ） その他 
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【（シ）その他 記述】 
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 「地域・事業者・住民が一丸となって取り組むことが重要」が最も高く、次いで「住民一人一

人が率先して対策することが重要」と続く結果となりました。事業所としては、地域住民の一人

一人が主体的に対策に取組む姿勢を持ち、地域住民と事業者とが一丸となって対策を推進すべき

であるという考えが強いことが分かりました。 

 

 

 

  

30

16

23

6

13

2

3

0

1

21

31

17

10

7

2

0

1

1

24

19

16

17

6

2

1

0

0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

（ケ）

（ク）

（キ）

（カ）

（オ）

（エ）

（ウ）

（イ）

（ア）

環境問題に対する考え方（順位選択）

１番目 ２番目 ３番目

（件）

（３）貴事業所はプラスチックごみによる環境汚染などの問題についてどのように考えます

か。次の中からご考え方が近いものを順番に３つまで選び、選択肢を（ ）に記入して

ください。【順位選択】 

【選択肢】 

（ア） 海に漂流・漂着しているプラスチックごみが問題なので、河川の上流に住む自分達の生活には

あまり影響がない。 

（イ） 全ての人や事業者が一様に取り組むことはできないので、取組はできる人がやればよい。 

（ウ） 事業所から排出されるプラスチックごみの量は多くはないので、事業所として取り組むこと

が削減に大きく影響することはない。 

（エ） 家庭から出るプラスチックごみは少量であり、住民一人一人が頑張ってもあまり効果が無い

ので、家庭以外における取組が重要である。 

（オ） 事業所からまとまった量のプラスチックごみが出るため、事業所が率先して取り組むことが

重要である。 

（カ） 地域の模範として、行政や事業所が率先して取り組みを推進することが重要である。 

（キ） 国や県、市など行政が主体となって対策を進めることが重要である。 

（ク） 自然環境に放出されるのは日常生活から出るプラスチックごみが多いので、住民一人一人が

率先して対策することが重要である。 

（ケ） プラスチックごみ問題は地域・事業者・住民が一丸となって取り組むことが重要である。 
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市民の回答と同様、プラスチックごみによって環境が汚染されていることや、生物が影響を受

けていることに対する認知度は高いが、プラスチックごみの増加によって将来及ぼされると予想

されている影響や、日本のプラスチックリサイクルの現状に対してはほとんど認知されていない

ことが分かりました。 

 

 

  

1

2

46

17

43

34

15

20

59

72

11

14

28

9

68

81

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

（タ）

（ソ）

（セ）

（ス）

（シ）

（サ）

（コ）

（ケ）

（ク）

（キ）

（カ）

（オ）

（エ）

（ウ）

（イ）

（ア）

プラスチック問題に対する認知度

知っている

（件）

（４）貴事業所はプラスチックごみについてどのくらい知っていますか。次の中から当てはま

るものを全て選び○で囲んでください。【複数選択】 
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【（ソ）その他 記述】 

  

【選択肢】 

（ア） 海や海岸に捨てられたプラスチックごみにより汚染が生じていること 

（イ） 川や街、農地に捨てられたプラスチックごみが海に流出することで汚染が生じていること 

（ウ） 歯磨き粉などに含まれる微小なプラスチック粒が海に流出することで汚染が生じていること

（エ） 海ごみの約８割が内陸から放出されていること 

（オ） 世界の海洋プラスチックごみの総量が、2050 年には世界の魚の重量を超えてしまうと予想さ

れていること 

（カ） 日本近海のマイクロプラスチックごみの浮遊量が2016年度と比べて、2030年には２倍に、

2060年度には４倍になってしまうと予測されていること 

（キ） 多くの生物がプラスチックごみに絡まったり誤飲することで、傷ついたり死んだりしているこ

と 

（ク） 海の生物が小さなプラスチック粒を誤飲するなど生態系に影響が生じていること 

（ケ） マイクロプラスチックが有害な化学物質を吸着する性質をもっていること 

（コ） プラスチックごみが原因で、船舶のプロペラ破損など航行に障害が生じていること 

（サ） プラスチックごみが原因で、漁網への混入や破損など漁業に障害が生じていること 

（シ） プラスチックごみが海岸に漂着し、景観が悪化するなど観光業に悪影響が生じていること 

（ス） 日本のリサイクル率は高い（80％以上だ）が、その大半が焼却することに伴うサーマル・リサ

イクル（熱利用）であり、材料資源としての循環は全体の25％程度に留まること 

（セ） 自動販売機の隣に設置されている空き容器回収箱は、ごみ箱ではなくリサイクルするための箱

であり、空き容器以外のものが混ざったり中身が残っていたりする場合にはリサイクルに支障

をきたしてしまうこと 

（ソ） その他 

（タ） 特に知っていることは無い 
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①実施していること 

 回答のあった事業所のうち、その多くで従業員がマイバッグやマイボトルを使用しており、取

組の定着率が高いことが分かった。また、事業系ごみの分別を徹底しているとの回答も多く、事

業所の環境意識が高いことが分かる。 

 

 

 

  

5

8

17

44

9

18

52

26

41

5

0 10 20 30 40 50 60

（コ）

（ケ）

（ク）

（キ）

（カ）

（オ）

（エ）

（ウ）

（イ）

（ア）

プラスチックごみ削減の取組で既に実施していること

実施している

（件）

（５）貴事業所におけるプラスチックごみ削減の取組として、①すでに実施していること、②

実施していないが実施可能なことについて、それぞれ次の中から当てはまるものを全て

選び、選択肢を（ ）に記入してください。【複数選択】 

【選択肢】 

（ア） 自社製品のプラスチック使用をやめる・控える 

（イ） 従業員がマイボトルを使用 

（ウ） 従業員がマイはし・マイ食器を使用 

（エ） 従業員がマイバッグを使用 

（オ） 従業員が使い捨てプラスチックの使用を控える 

（カ） 従業員が使い捨てプラスチックの代替製品を使用する 

（キ） プラスチックを含む事業系ごみの分別の徹底 

（ク） 従業員に対する教育・啓発活動の実施 

（ケ） プラスチックごみを含む地域美化活動等への参加 

（コ） その他 
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②実施可能なこと 

 回答の多い順に「従業員への教育・啓発活動」、「プラスチックの使用を控える」、「地域美化活

動への参加」となった。マイバッグ、マイボトルの使用については、既に取り組んでいる事業所

が多いためか、回答数は少なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

21

29

19

21

24

8

19

11

5
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（コ）

（ケ）

（ク）

（キ）

（カ）

（オ）

（エ）

（ウ）

（イ）

（ア）

プラスチックごみ削減の取組で今後取組が可能なこと

実施が可能なこと

（件）

【選択肢】 

（ア） 自社製品のプラスチック使用をやめる・控える 

（イ） 従業員がマイボトルを使用 

（ウ） 従業員がマイはし・マイ食器を使用 

（エ） 従業員がマイバッグを使用 

（オ） 従業員が使い捨てプラスチックの使用を控える 

（カ） 従業員が使い捨てプラスチックの代替製品を使用する 

（キ） プラスチックを含む事業系ごみの分別の徹底 

（ク） 従業員に対する教育・啓発活動の実施 

（ケ） プラスチックごみを含む地域美化活動等への参加 

（コ） その他 
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【（コ）その他 記述】 
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最も回答が多かったのは「自社製品のプラスチック使用をやめる・控える」であったが、これは

プラスチック製品の製造や自社での使用が業態としてないことが主な理由となっている。次に多か

ったのは、問３－（５）－②で「今後取組が可能なこと」として多くの回答があった「地域美化活

動等への参加」となった。「従業員数が少ない」、「人材不足」という理由が目立った。また、同様

に問３－（５）－②で「今後取組が可能なこと」として回答が多かった「従業員への教育・啓発活

動」についても、取組が難しいものとして複数の事業所が選択しており、その理由は「知識不足」

という内容であった。 

取り組むことに対して意欲があっても、それを実行に移せずにいる原因を把握することができた。 
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（イ）

（ア）

プラスチックごみ削減の取組で実施が難しいこと

実施が難しいこと

（件）

（６）（５）の選択肢の中で実施が難しいものについて、その理由と合わせてお答えください。 

【選択肢】 

（ア） 自社製品のプラスチック使用をやめる・控える 

（イ） 従業員がマイボトルを使用 

（ウ） 従業員がマイはし・マイ食器を使用 

（エ） 従業員がマイバッグを使用 

（オ） 従業員が使い捨てプラスチックの使用を控える 

（カ） 従業員が使い捨てプラスチックの代替製品を使用する 

（キ） プラスチックを含む事業系ごみの分別の徹底 

（ク） 従業員に対する教育・啓発活動の実施 

（ケ） プラスチックごみを含む地域美化活動等への参加 

（コ） その他 



41 

【問６ 記述】 
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 市民と同様の傾向であることが分かる。基本となる 3R（リデュース・リサイクル・リユース）

を中心に、特に重要だと考えられているリデュースを推進する取組について強化が必要であると

考えられる。 
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重要だと思うRの取組（順位選択）

１番目 ２番目 ３番目

（件）

（７）市では 3R の取組を推進していますが、世界的な環境意識の高まりから様々な「R」の取

組が注目されています。次の中で内容を知っていたものを全て選び○で囲んでください

（「良く分からない」、「聞いたことだけはある」ものについては選択しないでください）。

また、選択肢の中で重要だと思う順に３つまで選び、選択肢を（ ）に記入してくださ

い。【順位選択】 



43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（ス）その他 記述】 

  

【選択肢】 

（ア） リデュース…ごみを減らす 

（イ） リサイクル…再生利用する 

（ウ） リユース…繰り返し使う 

（エ） リフューズ…ごみになるものを断る 

（オ） リシンク…本当に必要か考える 

（カ） リペア…修理して使用する 

（キ） リフォーム…改良して使用する 

（ク） リバイ…リユース品・リサイクル品を買う 

（ケ） リジェネレーション…再生品の使用を心がける 

（コ） リターン／リターナブル…使用後に再使用できるように戻す 

（サ） リファイン…捨てるときに正しく分別する 

（シ） リスポンシビリティ…処分に最後まで責任を持つ 

（ス） その他 



44 

 

 

 

 

  

（８）貴事業所では普段、３Rなどについてどのような取組をしていますか。自由にお答えく

ださい。 
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